
　

　

　

屋久島生態系モニタリング 平
成
二
三
年
度
第
二
回
野
生
鳥
獣

と
の
共
存
に
向
け
た
生
息
環
境
等

整

備

調

査

検

討

会

の

開

催

　
二
月
二
三
日
、

九
州
森
林
管

理
局
で
委
託
し
て
い
る
「

野
生

鳥
獣
と
の
共
存
に
向
け
た
生
息

環
境
等
整
備
調
査
」

検
討
会
の

二
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
委
託
調
査
は
、

五
カ
年

の
計
画
と
な
り
、

一
年
目
は
西

部
地
域
に
お
け
る
ヤ
ク
シ
カ
生

息
調
査
及
び
資
料
文
献
収
集
を

行
い
、

二
年
目
は
南
部
地
域
を

追
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
け
る
植
生
調
査
及
び
ヤ
ク
シ

カ
の
移
動
を
調
べ
る
G
P
S
テ

レ
メ
ー

ト
リ
ー

追
跡
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
三

年

目

に

入
っ

た

今

年

度

は
、

各
地
域
で
の
こ
れ
ま
で
の

調
査
を
継
続
し
つ
つ
北
東
部
地

域
を
追
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、

西
部
地
域
で
昨
年
見
ら
れ
た
カ

シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る

ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
懸
念
さ
れ
る

マ
テ
バ
シ
イ
等
の
萌
芽
枝
食
害

が
顕
著
で
あ
る
た
め
、

そ
の
防

止
柵
の
設
置
や
適
切
な
ヤ
ク
シ

カ
個
体
数
調
整
を
進
め
る
た
め

効
果
的
な
捕
獲
方
策
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

地
元

猟
友
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
ヤ

ク
シ
カ
個
体
情
報
を
収
集
し
、

ヤ
ク
シ
カ
の
生
息
圧
が
土
砂
流

出
に
与
え
る
影
響
を
把
握
す
る

調
査
を
追
加
す
る
な
ど
広
範
に

わ

た

る

内

容

と

な
っ

て

い

ま

す
。

　
今
回
の
検
討
会
で
は
、

各
種

調

査

内

容

の

中

間

報

告

を

行

い
、

検
討
会
委
員
に
意
見
を
伺

う
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
調

査
事
項
を
踏
ま
え
て
、

次
年
度

以
降
の
調
査
実
施
計
画
に
つ

屋久島西部の植生垂直分布調査(平成21年度調査)
＊標高０ｍプロットの植生
　標高0mﾌﾟﾛｯﾄ(実際は標高5～10m程度)は､平瀬国有林内を流れ
る沢の河口の海岸段丘下側と海岸岩場とに挟まれた比較的穏や
かな斜面に７箇所の小ﾌﾟﾛｯﾄを設定されている。この付近は戦後ｸﾛ
ﾏﾂ林地になっていたが昭和30年代のパルプ伐採とその後のマツ
材線虫病により､ｸﾛﾏﾂはほとんど無くなり､現在ではｶﾞｼﾞｭﾏﾙやﾏﾃ
ﾊﾞｼｲの高木も見られる照葉樹二次林となっている。またﾔｸｼｶやﾔｸ
ｻﾞﾙの生息数が多く､ﾔｸｼｶの摂食によって下層植生が単純化して
いる｡[高木層]ﾏﾃﾊﾞｼｲ･ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ･ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾔﾏﾓﾓ･ｱｺｳが生育し､ﾌﾟ
ﾛｯﾄ外にｶﾞｼﾞｭﾏﾙが見られる｡ｶﾞｼﾞｭﾏﾙの樹冠で小ﾌﾟﾛｯﾄが覆われ､
高木層の優占種をｶﾞｼﾞｭﾏﾙにした｡[亜高木層]ﾊﾏﾋｻｶｷ･ﾊﾏﾋﾞﾜが
多く､ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾏﾃﾊﾞｼｲ･ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ等が混生している｡植被
率は低い｡[低木層]林分の前線に生育しているﾊﾏﾋｻｶｷ･ﾊﾏﾋﾞﾜの
個体数が多く､植被率も高い｡内陸側ではﾏﾃﾊﾞｼｲ･ｲﾇﾋﾞﾜ等が混生
している｡[草本層]ﾂﾙﾓｳﾘﾝｶ･ﾊｽﾉﾊｶｽﾞﾗ･ﾊﾏﾋｻｶｷの稚樹がほとん
どの小ﾌﾟﾛｯﾄに出現する｡以前よりｸﾜｽﾞｲﾓが見られるようになった
反面､ｻｸﾗﾗﾝやｵﾆﾔﾌﾞｿﾃﾂ等が見られなくなった｡またｺﾅｽﾋﾞやﾀﾏｼ
ﾀﾞがｱｺｳの根の間に矮小化して生育しているのが特徴的である｡
[群集および特徴的な出現樹種]ｶﾞｼﾞｭﾏﾙ-ﾊﾏﾋｻｶｷ群集｡標徴種
は､亜熱帯性のｱｺｳやｶﾞｼﾞｭﾏﾙ(ﾌﾟﾛｯﾄ外)｡[前回(平成16年度)との
比較]亜高木層のﾏﾃﾊﾞｼｲの成長が見られ､また低木層の優占種で
あるﾊﾏﾋｻｶｷの成長も旺盛で､低木層から亜高木層へと移行する
個体があった｡さらに下層植生の構成種がﾔｸｼｶ嗜好種から非嗜好
種に変化していた。

平成24年3月5日
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屋久島の植物
の
移
動
も
見
ら
れ
、

個
体
数
調

整
を
検
討
す
る
た
め
に
は
標
高

の
高
い
区
域
で
の
調
査
が
望
ま

れ
る
こ
と
、

現
在
県
で
策
定
中

の
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
と

連
携
し
た
検
討
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
来
、

ヤ
ク
シ
カ
の

生
息
頭
数
が
増
加
し
、

貴
重
な

森
林
生
態
系
へ
の
影
響
や
地
域

の
生
活
圏
内
で
の
被
害
が
頻
発

し
、

早
期
の
シ
カ
対
策
が
望
ま

れ
す
。

国
有
林
で
は
地
域
と
の

連
携
を
図
り
、

こ
の
調
査
を
踏

ま
え
、

よ
り
有
効
的
な
シ
カ
対

策
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
子
供
達
は
普
段
食
卓
で
食
べ

て
い
る
色
々
な
キ
ノ
コ
や
そ
の

作
り
方
を
学
ぶ
と
と
も
に

、
実

際
に

「
ほ
だ
木

」
（
し
い
た
け

の
苗
床
と
な
る
ク
ヌ
ギ

）
に
穴

写真

　
屋
久
島
森
林
管
理
署
・
屋
久

島
森
林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

で

は
、

こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
技
術

や
情
報
を
発
信
す
る
た
め
に
、

地
域
で
の
森
林
環
境
教
育
に
も

取

り

組

ん

で

い

る

と

こ

ろ

で

す
。

　
二
月
二
三
日
は
、

鹿
児
島
県

熊
毛
支
庁
林
務
水
産
課
主
催
の

「

未
来
に
つ
な
ぐ
森
林
環
境
教

育
推
進
事
業
」

に
協
力
し
、

小

瀬
田
小
学
校
の
児
童
を
対
象
と

し
た
「

し
い
た
け
の
作
り
方
・

駒
打
ち
体
験
」

を
、

関
係
機
関

と
連
携
し
て
行
い
ま
し
た
。

い
て
も
議
論
を
行
っ

た
と
こ
ろ

で
す
。

委
員
か
ら
は
、

昨
年
度

に
設
置
し
て
い
る
植
生
保
護
柵

の
適
正
な
管
理
や
生
息
調
査
の

実
施
に
お
け
る
手
法
や
結
果
解

析
へ
の
助
言
・
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

　
G
P
S
に
よ
る
ヤ
ク
シ
カ
の

移
動
状
況
の
結
果
で
は
、

概
ね

一
定
箇
所
に
留
ま
る
傾
向
を
示

し
て
い
ま
す
が
、

十
六
頭
中
二

頭
の
雄
の
行
動
で
は
五
～

六
㎞

小

瀬

田

小

学

校

森

林

教

室

「
し

い

た

け

の

作

り

方

・

駒

打

ち

体

験

」

 　
熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
の
つ
る
性

多
年
生
草
本

。
屋
久
島
で
は
低

地
で
野
生
化
し
て
い
る

。
青
紫

色
の
大
き
な
花
を
付
け
る

。
学

名
は
江
戸
時
代
の
日
本
に
も
来

た
医
師
で
植
物
学
者
の
ツ
ン
ベ

ル
ク
に
因
む

。
和
名
は
ベ
ン
ガ

ル
ヤ
ハ
ズ
カ
ズ
ラ
で

、
葉
の
基

部
が
矢
筈
に
似
る
こ
と
か
ら

。

　
花
期
は
ほ
ぼ
通
年

。

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

休
養

林

を

訪

れ

る

方

へ

の

情

報

提

供
・
安
全
対
策
に
関
す
る
こ
と

や
、

休
養
林
以
外
で
も
屋
久
島

の
林
業
の
歴
史
を
学
べ
る
環
境

作
り
や
地
域
で
の
取
組
つ
い
て

人
工
林
を
活
用
す
べ
き
等
の
幅

広
い
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
人
々
に
親
し

ま
れ
、

屋
久
島
の
森
林
を
身
近

に
体
験
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
。

動
は
中
止
と

な
り
ま
し
た

が
、

観
光
協

会
ガ
イ
ド
部

会
と
、

休
養

林
を
管
理
す

る
屋
久
島
レ

ク

リ

エ

ー

シ
ョ

ン
の
森

保
護
管
理
協

議
会
と
の
意

　
三
月
一
日
、

自
然
休
養
林
荒

川
地
区
の
通
称
「

ヤ
ク
ス
ギ
ラ

ン
ド
」

に
お
い
て
、

屋
久
島
観

光
協
会
が
主
催
す
る
平
成
二
四

年
の
山
開
き
及
び
水
開
き
の
神

事
と
し
て
、

安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、

悪
天
候
に
よ
り
、

ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
内
の
清
掃
活

の
移
動
も
見
ら
れ
、

個
体
数
調

整
を
検
討
す
る
た
め
に
は
標
高

の
高
い
区
域
で
の
調
査
が
望
ま

れ
る
こ
と
、

現
在
県
で
策
定
中

の
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
と

連
携
し
た
検
討
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
来
、

ヤ
ク
シ
カ
の

生
息
頭
数
が
増
加
し
、

貴
重
な

森
林
生
態
系
へ
の
影
響
や
地
域

の
生
活
圏
内
で
の
被
害
が
頻
発

し
、

早
期
の
シ
カ
対
策
が
望
ま

れ
す
。

国
有
林
で
は
地
域
と
の

連
携
を
図
り
、

こ
の
調
査
を
踏

ま
え
、

よ
り
有
効
的
な
シ
カ
対

策
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

森

水

開

き

の

開

催

　
子
供
達
は
普
段
食
卓
で
食
べ

て
い
る
色
々
な
キ
ノ
コ
や
そ
の

作
り
方
を
学
ぶ
と
と
も
に

、
実

際
に

「
ほ
だ
木

」
（
し
い
た
け

の
苗
床
と
な
る
ク
ヌ
ギ

）
に
穴

を

空

け

、

「

駒

」

(

菌

)

を

打

ち

込

む

作

業

に

、

楽

し

み

な

が

ら

熱

心

に

取

り

組

ん

で

い

ま

し
た

。

写真

ツンベルギア
（キツネノマゴ科）

小

瀬

田

小

学

校

森

林

教

室

「
し

い

た

け

の

作

り

方

・

駒

打

ち

体

験

」

検 討 会 の 様 子

レ ク 森 意 見 交 換

駒打ちの様子



マルバフユイチゴ コケスミレ マムシグサ ツクバネソウ
（コバノフユイチゴ）

ヤクシマガンピ グンバイヒルガオ イッスンキンカ ヤクシマダイモンジソウ
（シャクナンガンピ）

シラタマカズラ サツマイナモリ タイミンタチバナ ヒメヒサカキ

ヒメアリドオシ キバナノコマノツメ ギンリョウソウ ヤクシマショウマ

ヤクシマヒロハノテンナンショウ ヤンバルセンニンソウ ヤクシマツルリンドウ アマクサギ

タシロルリミノキ ヒメユズリハ ギョボク アコウ
（リュウキュウルリミノキ）
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